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１．はじめに

・近年，子供たちの理科離れが懸念されている。その
対応策として，社会人講師を活用した理科授業が推
進されている。

１．はじめに

社会人講師の話す専門的な知識が高度であり，
学習者が，既存の学習との関連性を感じることが難しい。

学習者と社会人講師とを連携させ，
学習の関連性を高めることが必要である。

・経済産業省は，文部科学省との連携の下，『平成19
年度理科実験教室プロジェクト』１）を推進している。

・地元産業界の技術者やOB等を活用し，子供たちが学

ぶ理科と実社会を結びつけ，生きた理科授業の実施
を支援している。
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水越ら(2007)
・社会人講師を活用した授業で，概念地図２）を活用し，

専門的な知識と既存の学習との関連に成功させてい
る。

１．はじめに

学習者と社会人講師との連携において，
適時的に手軽に実施する方法が必要である。
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学習者 社会人講師概念地図

社会人講師は，連絡・調整に十分な時間の確保ができず，
適時的に学習者の既存の学習を理解できない。

同期型CSCLであるKneading Board
（略称KB）を活用する。



KBの実装機能

・KBの概念地図作成とフラッシュ機能
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フラッシュ機能
リンキングワード

ラベル

ラベル

矢印

１．はじめに



研究の目的

・本実践では，水越ら(2007)の課題解決のため，同期
型CSCLであるKneading Board（略称KB）を導入し，

学習者と社会人講師との間で，事前交流を行う。

・この事前交流結果から，授業での学習効果，KBを導

入した有効性を明らかにし，効果的な理科授業開発
を行う。

１．はじめに
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２．実践の概要

(1)目的

社会人講師による中学校理科授業において，KBを
活用することで，既存の学習との関連性の高い理

科授業を実践し，評価する。

(2)対象と時期

対象：群馬県Ｋ市立Ｈ中学校

第１学年２学級（55名）

時期：平成19年10月
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２．実践の概要



(3)単元の流れ

第１時「音が発生するしくみを考えよう」

音が振動によって伝わることを理解する。

＜KB利用＞ 学習者：KBに概念地図記入

社会人講師：KBの概念地図閲覧と付加

第２時「音の大きさや高さは，どのような振動になっているのだろう」

音の大小と高低について，振動との関係を考え，調べる実験を

考える。

第３時「大きい音，高い音と振動の関係について調べよう（実験）」
実験し，音の大小と高低について再考する。

第４時「音の大小，高低と振動の関係をまとめよう（追求・まとめ）」
考察し，音の大小，高低と振動の関係についてまとめる。

＜KB利用＞ 学習者：KBに概念地図記入

社会人講師：KBの概念地図閲覧と付加

第５時「社会人講師との授業（発展）」

＜KB利用＞ 付加された概念地図を提示
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２．実践の概要



(3)単元の流れ

第５時「社会人講師との授業（発展）」

＜KB利用＞ 付加された概念地図を提示
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２．実践の概要



(3)KB上の概念地図

KBのキャプチャー画面

２．実践の概要
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社会人講師が付加したラベル

学習者が作成した概念地図



(4)分析の方法
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２．実践の概要

①社会人講師よる講話は，学習者にとって学習効果を
高めることができたか。
学習者への質問紙調査の結果，講話後の感想から評
価する。

②KBを用いた事前交流は，社会人講師にとって，講話

内容の吟味や学習者の理解を深めることができたか。
社会人講師へのインタビュー結果から評価する。



３．結果と考察

(1)学習者の授業に対する意識 事例１

質問項目
とても当て
はまる

やや当て
はまる

あまり当て
はまらない

全く当ては
まらない

直接確立計算
（両側検定）

1 社会人講師は，音の

学習と関連した話やアド
バイスをしてくれた。

28 15 6 2 p=.00**

2 社会人講師が話す内

容から，これまでの学習
がより理解できた。

24 23 4 0 p=.00**

3 学校での学習と，社

会人講師が話す専門的な
学習がつながった。

23 16 8 4 p=.00**

N=51，単位は人 **p<.01
「とても当てはまる」，「やや当てはまる」を肯定的な回答，「あまり当てはまらない」，「全く当てはまらない」を
否定的な回答としてまとめ，合計人数を換算し，直接確立計算１×２（両側検定）を行った。

表１ 学習後に実施した専門的な知識と既存の学習との関連に関する質問紙調査」の結果
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学習者は，社会人講師の話す専門的な知識と
既存の学習とを関連付けることができた。

３．結果と考察

43 8

47 4

39 12
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３．結果と考察

・話が分かりやすく，雑音，楽音，ピアノの話な
ど詳しく教えてもらい勉強になりました。

・実際ギターが好きなので，家で音の調律してみ
たいと思います。

・普通の職業と理科のことがつながっていること
が分かりました。

・他にも理科とつながっている職業はあるのかな
と思った。

授業後学習者が書いた感想文の例

キャリア教育との関連

専門的な知識の理解

情意面

・ピアノのつくりやHzなど，知識が深められて良

かった。
・音について，今までよりたくさんのことを知る
ことができた。 既存の学習との関連



授業後学習者が書いた感想の分類結果 事例２
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３．結果と考察

分類項目 分類数・比率 特徴・キーワード

専門的な知識の理解 38(33.0%) 専門的な事柄の記述等

情意面 24(20.9%) 楽しい，良かった等

既存の学習との関連 18(15.7%) 音階と振動数の関連等

キャリア教育との関連 16(13.9%) 仕事内容や資格等

感嘆と驚き 11(9.5%) すごい，びっくり等

内容理解困難 4(3.5%) 分からなかった等

その他 4(3.5%) 謝辞や質問等

学習者は，専門的な知識と既存の学習とを
関連させ，講話内容を理解できた。

学習者の感想を１文ずつ以下の７項目に分け，全115文について分類した。
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３．結果と考察

T-1 こんな感じで勉強してます，どうですか。なんていうふうに言
われるよりは，パソコンで，パパッと見られる//。

A-1 //見られる。そ
うね。その方がね。ええ。

T-2 楽でしたかね。
A-2 やっぱり，時間的に余裕ができるから，良いんですよね。やっ

ぱり，対面じゃ，時間を合わせなくちゃならないから，大変で
すがね。

T-3 そうですよね。
A-3 パソコンは，そういう点では，夜でも//
T-4                                    //時間が空いたときに見

られるって//ことで
A-4  //そうそうそうそう，ね。

社会人講師への授業後のインタビュー１

（T：質問者，A:社会人講師， //：オーバーラップ，を示す。）

社会人講師は，KBを用いて負担なく手軽に

事前交流を行っていたことが分かる。

負担なく手軽にKBを活用

(2)社会人講師の授業に対する意識 事例３



T-1 生徒がこう書いてきた地図は，やはり教科書見るよりは，
A-1 ああ，もうずっといいんじゃないですかね。

T-2 学習内容//

A-2 //話しをしていく上//でね。

T-3 //上で何を勉強しているかって

いうのが，

A-3 そうですよね。分かりますもんね。
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３．結果と考察

（T：質問者，A:社会人講師，//：オーバーラップ，を示す。）

社会人講師への授業後のインタビュー２

学習者の概念地図は，教科書以上に学習者の学習内容や
理解の構造を知る手掛かりとなっていることが分かる。

概念地図の効果

事例４



事例５

３．結果と考察
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T-1 子ども（との）事前に，こうやり取りしていたってのは，いか
がでした？

A-1 あー，心理的にですか？
T-2 はい。
A-2 うーん。はじめは，やっぱりね。あのー，ほら，そういうとこ

ろで，ね。話をしたことがないから，ねえ。あのー，こううま
く上手に話せるかな，わかりやすく話せるかなっていう気は，
ありましたよね。それで，子ども達が，どういうこと，ねえ，
を聞きたがっているかも分かんないし。

（略）
T-3 じゃ，あれかな，事前のその交流してた方が，やっぱり，気持

ち的には，安心されて，授業をできたっていうことなんでしょ
うか。

A-3 そうですね。うーん。ああいう授業，面白いのよね。
（T：質問者，A:社会人講師，を示す。）

社会人講師への授業後のインタビュー３

社会人講師は，事前交流によって，学習者の知りたい内容
を理解し，不安が解消され，授業に対する面白さを感じた。

不安が解消し，講話が面白い



４．まとめ
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４．まとめ

・学習者は，専門的な知識を既存の学習に位置付
けることができた。

・KBを導入した事前交流は，社会人講師にとって

適時的に手軽にできた。

・社会人講師は，学習者の既存の学習を理解し，
関連を強めた講話内容をデザインすることがで
きた。

・社会人講師は，学習者の知りたい内容を理解で
き，講話に対する不安を取り除くことができた。



５．今後の課題
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５．今後の課題

①事前交流で用いた概念地図について，専門的な知
識と既存の学習との関連に視点を当て，詳細に分
析する必要がある。

②事前交流における学習者の社会人講師に対するイ
メージの変容について，経過時間と比較して分析
する必要がある。

③KBの利便性やフラッシュ機能について，社会人講

師による講話や学習者の学習理解に視点を当て，
分析する必要がある。
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ご清聴ありがとうございました。
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